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介
護
現
場
、
災
害
に
備
え

介
護
の
現
場
で
災
害
が
発
生
し

た
時
の
対
応
を
考
え
よ
う
と
、
各

務
原
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
協
議
会

（稲
垣
光
晴
会
長
）
は

１
月
か
ら
、
災
害
時
対
応
を
テ
ー

マ
に
し
た
計
３
回
の
合
同
部
会
を

同
市
上
戸
町
の
稲
羽
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
い
て
い
る
。
介
護
に

携
わ
る
会
員
ら
が
利
用
者
の
生
命

を
守
れ
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
危

機
感
を
持

っ
て
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

同
協
議
会
に
は
、
市
内
の
約
１

７
０
事
業
所
が
加
盟
。
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
昨
年
４
月
か
ら
、

居
宅
介
護
や
訪
間
介
護
な
ど
４
部

会
ご
と
に
災
害
時
対
応
を
学
び
、

新
年
度
か
ら
協
議
会
と
し
て
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
合
同
部

会
を
開
き
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

介
護
施
設
の
管
理
者
、
相
談
員
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
い

る
。１

回
目
は

「地
域
を
知
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
職
員
か
ら
市
の
防

災
計
画
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
合

わ
せ
て
参
加
者
は
１０
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
早
朝
に
各
務
原
市
で
震

度
６
弱
と
な
る
地
震
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行

っ
て
い
る
。
「
安
否
確
認

の
た
め
自
転
車
で
利
用
者
の
各
家

庭
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
負
傷
者
が

い
た
」
、
「独
居
の
利
用
者
の
家
が

大
き
く
傾
き
、
在
宅
で
の
生
活
継

続
は
困
難
な
様
子
」
な
ど
の
課
題

へ
の
対
応
策
を
話
し
合
い
、
避
難

所

へ
の
利
用
者
の
移
送
経
路
を
地

図
に
書
き
込
む
な
ど
し
て
、
イ
メ

ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。

２
回
目
の
合
同
部
会
は

「取
り

組
み
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
会

員
の
事
業
所
な
ど
の
災
害
対
策
を

聞
い
た
。
地
域
の
民
生
委
員
は
、

独
居
の
高
齢
者
な
ど
の
安
否
確
認

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
紹
介

し

「地
域
で
支
援
が
受
け
ら
れ
る

看
護
師
な
ど
も
登
録
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
提
案
。
災
害
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を
進
め
る
老

人
保
健
施
設
の
管
理
者
は

「施
設

単
独
で
事
業
継
続
を
図
る
よ
り
、

地
域
の
企
業
や
事
業
所
が
相
互
に

助
け
合
う
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強

調
し
た
。

稲
垣
会
長
は

「平
時
か
ら
介
護

事
業
者
や
市
な
ど
が
連
携
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
有
事
の

際
に
機
能
す
る
体
制
づ
く
り
に
つ

な
け
た
い
」
と
話
す
。
最
終
回
と

な
る
次
回
の
３
回
目
は
今
月
１６
日

に
開
催
。
「
我
々
の
で
き
る
こ
と

を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま

で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
討
議

を
踏
ま
え
、
今
で
き
る
取
り
組
み

を
発
表
す
る
。
　

（土
屋
健

一
）

各務原市介護保険サービス事業者協議会

安
否
確
認
や
避
難
、
対
応
を
検
討

各
務
原
市
で
は
２
０
０
２
年
４
月
５

日
に
大
規
模
な
山
火
事
が
発
生
。
麓
の

住
民
３
３
５
７
人
に
避
難
勧
告
が
出
さ

れ
、
４
９
７
人
が
小
学
校
な
ど
に
避
難

し
た
。
老
人
保
健
施
設
の
利
用
者
も
含

ま
れ
て
い
た
。
合
同
部
会
の
参
加
者
は

「介
護
の
現
場
が
災
害
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
は
あ
り
得
る
」
と
危
機
感
を
持

ち
真
剣
に
話
し
合
う
。
「
何
か
参
考
に

な
る
災
害
対
策
を
し
て
い
な
い
で
す

か
」
と
参
加
者
か
ら
聞
か
れ
、
ほ
と
ん

ど
何
も
し
て
な
い
こ
と
を
恥
じ
た
。

記者の

ひとこと
地 図 を見 なが ら災害発生 時 の対応 を話 し合 う参 加者=各務原市上戸 町、
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